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除
雪
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

の
事
業
は
、
自
身
で
除

雪
す
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者

・
障
が
い
の
あ

る
方
の
玄
関
先
の
除
雪

を
行
う
も
の
で
、
町
内

会
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

皆
様
の
善
意
に
よ

っ
て

成

り
立

っ
て
お

り
ま

す
。ま

た
、
少
子
高
齢
化

等
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

担
い
手
が
減
少
し
て
い

る
中
、
町
内
の
福
祉
施

設
や
余
市
養
護
学
校
し

り
べ
し
学
園
分
校
の
生

徒
の
皆
様
に
も
、
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
住
宅

周
辺
の
除
雪
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
宅
等
の
除
雪
だ
け

で
も
大
変
な
中
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
ボ
ラ

ン
テ

イ
ア

の
皆
様

に

は
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
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この広報は赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。
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令不□6年度、黒松内町共同募金委員会には、町民の皆様

から温かい善意として、「赤い羽根共同募金」へた<さん

の募金が寄せられました。お寄せ頂いた募金の合計から全

道広i或助成と募金経費等を除いた額が、黒松内町の福祉活

動推進費として配分されます。

【令不□7年度助成予定事業】

1.黒松内町社会福祉大会

2.社協広報誌発行事業

3.地域交流・見守り支援事業

4.備品貸出事業

5.黒松内町身体障害者福祉協会への助成

6.サロン事業
(敬称略・順不同)

二
②

金 額 (円 )

538.500

192,500
50,○ ○○

募金箱設置協力店等 52,861
23.633

個人大□募金 55,OOO
興行募金・街頭募金等 46,089

1区 町 内 会 2区 町 内 会 3区 町 内 会 4区 町 内 会 5区 町 内 会

6区 町 内 会 北 7区町内会 南7区町内会 8区 町 内 会 9区 町 内会

10区町内会 12区町内会 13区町内会 14区町内会 熱 學B町 住

黒 松 内 町 住 旭 野 地 区 西 ノ 沢 地 区 中 里 地 区 豊 幌 地 区

東 川 地 区 千代星内地区 南 作 開 地 区 中 作 開 地 区 北 作 開 地 区

西 熱 争β地 区 中 ノ 川 地 区 白丼川町内会 共 心 町 内 会 大谷地町内会

赤丼川町内会 角 十 地 区 白 炭 地 区 員 殻 地 区 婆 沢 地 区

ξ
彗
諄
肇

黒 松 内 つ <し 園 後志リハビリセンター 緑 ヶ 丘 ハ イ ッ 緑 ヶ丘 老 人 ホ ーム

しりべし学園成人寮 し り べ し 学 園 湯 の 里・ 黒 松 内 黒松内保育園互助会

黒 松 内 小 学 校 黒松内中学校生徒会 白 丼 川 小 学 校 白 丼 川 中 学 校

余 市 養 護 学 校

しりべ し学園分校

黒 松 内 町

デイサービスセンター
消 防 黒 松 内 支 署

欄 ス ガ ワ ラ 欄 池 田 商 店 0黒松内ホンダ菅原商会 黒 松 内 銘 水 lal

欄 木 村 建 設 組

蓼
トワ ヴ ェール Ⅱ 黒  羽  商  店 同 田 中 鮮 魚 店 五 位 尾 商 店

歌 才 自 然 の 家 黒松内温泉rsなの森 ト ワ ヴ ェ ー ル A マ  ー  ト

<ろまつないブすの森診療所 m池 田 商 店 同 共 栄 商 会 坂 下 薬 店

黒 松 内 町 役 場 保健福祉セ ンター 0黒松内ホンダ菅原商会

量|=1彗1重|ぎ
=1彗
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高
齢
化
の
進
行
や
人

□
減
少
が
進
む
中
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
全
に
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
地
域
に
お
け
る
見
守

り
や
安
否
確
認
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
社
会

資
源
を
活
用
し
た
生
活
支

援
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
に
暮
ら
す

一
人
ひ

と
り
が
と
も
に
支
え
合
い
、

助
け
合
う

「
支
え
手
」
に
も

「
受
け
手
」
に
も
な
る
、
そ

し
て
生
活
に
お
け
る
楽
し

み
や
生
き
が
い
を
見
出
し
、

生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
抱
え
た
場
合
で
も
、
社

会
か
ら
孤
立
せ
ず
、
安
心
し

て
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

が
大
切
で
す
。

地
域
福
祉

の
担
い
手
確

保
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
等

を
行
い
、
一局
齢
者
の
社
会
参

加
及
び
生
活
支
援
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
成
年
後
見

制
度

・
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
窓
□
と
し
て
生
活

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
図
り
、
さ
ら
に
生
活
支

援

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
や

情
報
共
有
に
係
る
協
議
体

に
よ
る
身
近
な
地
域
で
支

え
合
い
・
助
け
合
い
の
関
係

が
で
き
る
「
お
互
い
の
顔
が

見
え
る
地
域
づ
＜
り
」
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

に
備
え
、
防
災
意
識
の
向
上

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ

ン
タ
ー
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
体
制
整
備
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
新
た
に
策

定
し
た
令
和

１１
年
度
ま
で

向
こ
う
５
年
間
の
第
７
期

地
域
福
祉
実
践
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
地
域
住

民
ｏ
各
関
係
機
関
と
協
働
に

よ
り
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
＜
り
「
と
も

に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社

〈ご

を
目
指
し
事
業
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

1地域福祉推進事業

1.第 7期地i或福祉実践計画の推進

2.住民主体のサロン等の推進・支援

3.小地域ミニる、れあい事業への助成・支援

4.ボランティア活動の普及、推進

・活動内容の周知、担い手の確保

・ボランティアセンター機能の充実

・地域生活課題や住民ニーズの把握

0く らしのサポーター (有償ボランティア)

事業の運営

・ボランティア運送事業の運営

・認知症サポーター養成講座開催

・災害ボランテイアセンター設置運営マニュ

アル等の支援体制づくりの推進

防災意識の啓発

Sヽれあいのまちづ<り事業の推進

黒松内町社会福祉大会の開催

当事者団体への協力

老人クラブ連合会、身体障害者福祉協会、子

ども会育成連合会、サークル小鳥のうた、黒

松内手話会の事務局の運営・協力

黒松内町社会募金委員会の組織運営

0広報等にて募金の使途の周知

・町内福祉団体への助成

1.法人運営のために会務の開催

・評議員会、理事会、監事監査

2.

3.

4.

5.

6.

7.

個人情報の適正な取り扱い

役員研修会の実施

苦情解決体制の構築

会員加入促進

社協だよりの発行 (年 4回 )

ホームページの運営

1在宅サービス事業

在宅生活支援

・移送サービスの実施

自力での通院及び家族による送迎が困難な

高齢者等の通院支援を行う。

・安否確認事業

・除雪ボランティア、委託除雪事業の実施

・緊急通報システム設置事業

経済的な生活支援

・関係機関との連絡調整強化

・低所得者支援事業

(社協独自資金の貸付、北海道社会福祉協

議会による生活福祉資金の貸付)

5.

6.

7.

8.

2.

9.



生活サポートセンター事業

1.成年後見に関する相談及び利用支援並びに成

年後見人等の受任

・相談、利用支援

・成年後見人等の受任

2.成年後見制度の普及啓発

3.市民後見人の養成及び研修

・関係機関が実施する研1多会への参加

4.生活困窮に関する相談及び関係機関との連携

・支援対象者からの制度に関する相談及び調

整、関係機関などへのあつせん

5。 成年後見市」度等に関する関係機関との連携

・所轄の家庭裁判所及び法テラスなど

6.日常生活自立支援事業の実施と支援

7.重層的支援体市」整備事業移行準備事業

項‐|1園 金 額 主な内容

会 ‐
費 1,443

個人会費・施設

団体会費

寄附金 1, OOO 一般寄附金

補助金 8. 536
町補助金・共同

募金配分金等

受話金 23,072 受託事業収入

その他の収入 157
受取配当金収

入・雑収入

計 34,208

生活支援体制整備事業

1.生活支援コーディネーター

・地1或、住民ニーズ及び地上或資源の把握

・生活支援、介護予防サービスの資源開発

・多様な関係主体間の定期的な情報共有及び

連携、協働による取組の推進

・地i或ニーズとサービスのマッチング

2.協議体

・ コーディネーターの組織的な補完

・地1或ニーズの把握

・企画、立案及び方針の協議

・地域づ<り における意識の統一

・資源開発

・情報交換

0情報共有及び連携強化

項 目 金 額 主な内容

人件費 22,689 職員給料他

事務費 2,564 事務的経費

事業費 7.521
各種事業開催・

運営費

その他の支出 266 負担金支出

計 33.040

:

:

l

社会福祉協議会では、「住み慣れた黒松内で、活き活きと家族や反人と暮らしたい」という町民一

人ひとりの願いや想いに応える活動を積み重ねながら、会費や寄附金等の民間財源、行政からの補

助金や委託料等の公的財源など、貴重な財源をもとに「福社のまちづくり」に積極的に取り組んで

まいります。

【収入】 (単位 :千円) 【支出】 (単位 :千円)

事業活動収支差額

施設整備等収支差額

財務活動収支差額

予備費

当期資金収支差額合計

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

1, 168

○

△ 1,257

0

△89

17,285

17, 196
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「歳末たすけあい運動」でお寄せいただいた

募金は、子ども会育成連合会への活動費ならび独

居高齢者外出支援、ボランティアセンターの運営

費に配分いたします。

金 額 (円 )

238, 820

学校・ 団体募金等 46,653

黒 松 内 町 役 場 各 課 消 防 黒 松 内 支 署 黒 松 内 中 学 校

デ イサ ー ビス セ ンタ ー 緑 ヶ 丘 老 人 ホ ー ム 湯 の 里 ・ 黒 松 内

緑 ヶ 丘 ハ イ ツ 互 助 会 後 志 リ ハ ビ リ セ ン タ ー し り べ し 学 園

し り べ し 学 園 成 人 寮 黒 松 内 保 育 園 黒 松 内 つ <し 園 互 助 会

作寿会 (単位老人 クラブ ) 白寿会 (単位老人クラブ ) 東寿会 (単位老人クラブ )

松寿会 (単位老人クラブ ) きら<会 (単位老人クラブ) 日 赤 奉 仕 団 女 性 会

更 生 保 護 女 性 会 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 そ の 他 (個 人 )

社 協 Fst 一貝

３
月
８
日
に
豆

っ
子
ク

ラ
ブ
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
べ
こ
も
ち
づ
＜

り
を
行
い
ま
し
た
。

材
料
は
豆

っ
子
ク
ラ
ブ

の
方
皮
が
育
て
た
お
米
を

使

っ
た

べ

こ
も
ち
粉

で

す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
食
紅
や
型
を
使
い

個
性
豊
か
な
べ
こ
も
ち
を

作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

自
分
で
作

っ
た
ふ
か
し
た

て
の
べ
こ
も
ち
の
味
は
格

別
で
し
た
ね
。

余
市
養
護
学
校
し
り
べ
し
学
園
分
校
と
黒
松
内

小
学
校
か
ら
勝
手
に
見
守
り
た
い
に
感
謝
の
気
持

ち
が

こ
も

っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
活
動
の
励
み
に
な
り

ま
す
ね
。
勝
手
に
見
守
り
た
い
の
方
に
も
お
渡
し

し
ま
す
が
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
も
飾

っ
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
＜
だ
さ
い
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
勝
手
に
見

守

り
た

い
と

は
、
黄
色

い

腕

章

を

つ

け
、
地
域
を

ゆ
る
や
か

に

見
守

る
活
動

を

し
て
い
ま

す
。詳

細

を

知

り
た

い
方

は

社
協
ま

で
お

知
ら
せ
＜
だ

さ
い
。
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
地
域

福
祉
計
画
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、
昨

年
度
ま
で
展
開
を
し
た

「
第
６
期
地

域
福
祉
実
践
計
画
」
の
課
題
を
整
理

し
て
、
住
民
の
目
線
に
立

っ
た

「
第

７
期
地
域
福
祉
実
践
計
画

（令
和
７

年
度
～
令
和
１１
年
度
と

の
策
定
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
福
祉
実
践
計
画
で
は
、
社
協

が
地
域
福
祉

の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
団
体
と
し
て
の
役

割
と
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め

に
、
今
後
の
対
応
方
針

・
活
動
方
針

を
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
明
ら
か

に
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
の
ほ
か
、

概
要
版
を
各
戸
配
布
す
る
予
定
で

す
。

鰺丁隕
囃吻脩箱嘲蝙魏蜃

退‐職|の|ご挨‐拶
三二二三二三二三二二

竹鼻 孝志

こ
の
度
３
月

３‐
日
を
も

っ

て
社
協
を
退
職
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
勤
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
地
域
の
皆
様
を

は
じ
め
、
職
場
、
関
係
機
関
の

皆
様
の
お
か
げ
で
す
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

い
ν

‐

．

（
ヽ
）

．

三
月

『
上
巳
』
皆
さ
ん
は
何
が

思
い
浮
か
び
ま
す
か
？

私
は

『
と
こ
し
え
』

で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
一・

１
月

２‐
日
に

一
般
財
団
法
人

一、あ
た
た‐一
一
〓
〓
＝

北
海
道
信
用
金
庫
ひ
ま
わ
り
財

団
様
よ
り
、
福
祉
事
業
推
進
に

ご
活
用
下
さ
い
と
助
成
金
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。
有
効
に
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

計
， 」一藉

一「

当
会
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
す
が
、
４
月
１
日
よ
り

運
営
先
が
黒
松
内
つ
＜
し
園
に

変
わ
る
こ
と
に
伴
い
、
電
話
番

号
が
７
５
１
７
０
６
６
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
場
所
は
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
の
で
宣
し
＜
お
願
い

し
ま
す
。
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